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協議会名：淡路島地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

淡路市

【地域内フィーダー系統確保維
持費国庫補助金】

（運行路線名）
淡路市生活観光バス路線

（運行形態）定時定路線型

（運行区間）
・東浦北淡線　東浦バスターミ
ナル～本四仁井高速バス停前
～北淡事務所を往復
・観光周遊回り　岩屋ポート
ターミナル～東浦バスターミナ
ル～岩屋ポートターミナルを循
環
　
（運行便数）
・東浦北淡線
　平日：９往復/日
　休日：８往復/日
・観光周遊回り
　１０/１～１１/３0
　休日：18便/日
　３/１～９/３０
　休日：18便/日

【車両減価償却費等国庫補助
金】
・平成２６年８月に２９人乗りの
低床型車両を２台導入。
・平成２８年１１月に３６乗りの
低床型車両を１台導入。

　
運行計画については、毎年６
月の淡路市地域公共交通会議
にて、淡路市コミュニティバス
の評価基準

①運行に関する基準（週２日、
１日２往復４便の運行）、

②利用に関する基準（便平均
利用者数１．０人以上）、

③運行費用の負担に関する基
準（公的資金投入額の投入
額、収支率２０％以上）

に基づき、検証を行い、目標値
である公的資金投入額につい
ては達成できなかったが、それ
以外の基準をすべて満たして
いるため、運行計画の承認を
受け、効果的な運行に努めた。 Ａ

　
　運行については、事業が
計画に位置付けられたとお
り、適切に実施することがで
きた。
　車両については、低床型
ノンステップバス２９人乗り
の車両２台を中心に、バス
利用者の増加による積み
残し対策として、低床型ノン
ステップバス３６人乗りの車
両１台を導入し、安全安定
した運行をすることができ
た。

Ａ

　運行については、高校生以上の通学者助成事業の影響も
あり、通学の利用者数が増加し、運行回数、最低需要基準、
利用者数の目標を達成することができたが、原油高騰による
燃料費や修繕費、最低賃金の改正に伴う運転士の賃金の増
加により、公的資金投入額、収支率が想定を下回ったことに
より、目標を達成できなかった。
【目標】
・最低運行回数：
　１日２往復４便以上
・最低需要基準：
　便あたり１．０人以上の利用者数
・利用者数：２５，５００人
・公的資金投入額：862.4円
・収支率：４０．１％
【実績】
・最低運行回数：
　１日１７便以上
・最低需要基準：
１便当たり３．６人の利用者数（輸送人員：３０，６１２人、実績
運行回数：８，２９５便）
・利用者数：３０，６１２人
・公的資金投入額：905.6円
　市負担額：２７，７２３千円
・収支率３１．６％
　収入　１７，４４２千円
　支出　５５，１７４千円

　
　利用者数は、目標を上回り、
前年度と比べ、約４，５００人増
（主に東浦北淡線の利用者）と
なった。要因としては、高校生
以上の通学者助成事業により
通学での利用者が増加したこ
とが考えられる。
　また、公的資金投入額、収支
率が下回った要因としては、バ
ス運転士運転者のなどの人件
費、燃料費や修繕費の高騰な
どがあげられる。
　今後は、LINE配信、オンライ
ンアンケートなどを活用し、進
学予定者への説明などを実施
し、利用者などの声を聞きなが
ら、できる限り利便性向上を図
るとともに、取組み内容を市の
ＨＰ、広報誌等に掲載し、公共
交通に対する関心と利用促進
を図る。

（株）洲本観光タクシー

（運行系統名）
・五色中央

（運行形態）
・定時定路線型

（運行区間）
・洲本BC（起点）～高田屋嘉兵
衛公園（終点）

（運行便数）
・4.5往復/日
　上り：4便、下り：5便

・一部ルートが重複する路線バ
ス「都志線」の運行事業者であ
る淡路交通株式会社と情報共
有を行い、ダイヤや二次交通
等について協議を実施してい
る。

・利用者の利便性向上のた
め、運賃額の維持、淡路交通
株式会社との回数券の相互利
用、フリー乗降を継続実施して
いる。

Ａ
計画通り事業は適切に実

施された。
A

利用者数は5,919人となり、目標値および前年度実績をわず
かに下回ったが、洲本BC発の利用者は増加しており、路線
として一定の利用は維持されている。
運行収入は前年度より増加し、淡路交通との共通回数券等
の利用も増加している。これにより収支率は10.5％となり、目
標値には届かなかったものの、収入面では改善傾向が確認
できる。
一方、運行経費の増加により公的資金投入額は目標値を超
えるものになった。

【目標】
・利用者数：6,026人
・公的資金投入額：1,007.8円
・収支率：11.4％
・輸送人数：2.0人/日

【実績】
・利用者数：5,919人

・公的資金投入額：1062.0円
　市運行委託料（運行経費-運行収入-フィーダー補助金）：
6,285,805÷5,919人

運行経費：13,410,053円
運行収入：1,413,248円
フィーダー補助金：5,711,000円（※申請額）

・収支率：10.5％
　運行経費÷運行収入

・輸送人数：3.66人/日

・令和6年度の乗車実績は
5,966人であったのに対し、令
和7年度の乗車実績は5,919人
となり、47人の減少となった。こ
の系統は月ごとの利用者に大
きな変動がないことからも生活
路線として運行していることが
伺える。下り線（洲本BC発）の
利用者数は令和6年度と比較し
て増加している一方、上り線
（高田屋嘉兵衛公園発）の利用
者数が減少しており、生活サイ
クルの変化も要因の一つとして
考えられる。

・住民からのアンケート結果を
踏まえ、余裕を持ったダイヤ編
成を検討し、高速バスや路線
バスとの接続の調整について
運行事業者と協議を行う。

・バス乗車キャンペーンなどの
利用促進施策についても、引
き続き島内自治体やバス事業
者と連携し、取り組んでいく。


